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第三者保証報告（WEB版）

　2011年度からの新環境目標において、鉄道事業のCO2排出量の中期目標
は、従来の「CO2排出総量」での目標設定から、「鉄道事業のエネルギー使用
量」と「自営電力のCO2排出係数」の2つの指標での目標設定に変更されてい
ます。これは、震災後の国のエネルギー政策の見直しが続いている中、自社での
コントロールがより可能な指標での目標設定に変更するという判断であったと考
えます。ほとんどの新環境目標が2013年度を達成年度とする短期目標ですが、
上記の2つは2020年を達成年度とする中期目標となっています。今回の報告書
では基準年度の値、2011年度の絶対値での実績、削減率や改善率が開示され
ていますが、今後は経年の実績の推移もわかるよう開示することで、取り組みの
成果が読者にとっても分かりやすいものになると考えます。
　また、グループ会社の環境に関する定量情報の開示は「グループ全体の環境
負荷」に限られています。鉄道以外の事業の環境負荷を考えれば、グループ会
社の取り組みの成果についてより詳細に開示することについて検討の余地があ
るのではないかと考えます。
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